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◆ 研究概要 

 ケミカルバイオロジーは，有機化学・分子生物学・物理化学の研究手法を融合した次世代の基盤サイエンスであ

る．薬化学研究室は，ケミカルバイオロジーの研究を通して生体分子と人工分子の相互作用を厳密に解析し，分子

と生命の接点を探り，さらには生命現象を人為的に制御・創成することを目指す． 
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